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公式サイト： koefes.org
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共催：大阪大学コミュニケーションデザイン・センター、大阪大学大学院国際公共政策研究科、大阪大学総合学術博物館
助成：平成27年度文化庁「大学を活用した文化芸術推進事業」

「劇場･音楽堂･美術館等と連携するアート･フェスティバル人材育成事業」



1. フェスティバルの理念と運営（6月、7月、3月）
芸術祭の企画と運営のための理念と方法を、文化政策論、現代芸術論、美学、演劇史、音楽史、現代アート論など
から多面的に講義・議論する基礎講座。受講生必修科目。

2. 市民参加型演劇とアウトリーチ（11月、12月、1月）
２０１１年度から始まった「メイシアター・大阪大学共同事業」は、本プログラム担当教員である蓮行の監動した
アウトリーチプログラムを企画・実施し、劇場（文化施設）・大学・地域の有機的連携のあり方を実践的に学ぶ。

3. 国際イベントの運営―芸術と共生―（7月、9月）
Art Theater dB KOBEで開催する国際色豊かなダンス公演の運営を劇場スタッフと共に担いながら、アートコー
ディネーターやアートマネージャーの素養を身につける基礎編。④の「AIR」と連動して応用編へと発展します。
今日の社会や技術について考えながら、企画・制作・運営を行います。

4. AIR アーティスト･イン・レジデンス＜受講生企画 Vol.1＞（7月～1月）
作家、ジュピター・プラダン氏（ネパール）を招き40日間（12～1月）のAIRを実施。7月から定期的にWSを開
き、作家と受講生が協働してリサーチを積み重ね、プレゼンテーションを行う。これらの企画・運営・広報を受講
生が担う。また、作家との協働の方法も探る。

5. 音／身体／メディアをめぐるワークショップ（12月）
音と身体の問題をきっかけに、現在、最も刺激的な活動を展開している三輪眞弘氏（IAMAS）を招き、現代の音楽
実践における音楽企画について考える。

6.都市魅力創造と芸術祭（7月、10月～12月）
大阪大学・京阪電車・ダンスボックスの共同運営による中之島・なにわ橋駅地下コンコースのコミュニティース
ペース「アートエリアB１」。本拠の主催事業「鉄道芸術祭」を通じて、都市魅力創造に資するアートマネジメン
トのあり方を学ぶ。

7.伝統芸術の現代化＜受講生企画 Vol.2＞（9月～11月、2月）
浪速神楽の実際を通して、地域における伝統芸術がどのように土地と連携し継承されているのかを学び、『伝統芸
術の現代化』をテーマにした企画を考える。

8. ドキュメンテーション／アーカイヴ（7月、8月、11月）

伝説的なパフォーマンス作品の記録上映会とパブリックトークの開催(vol.1)、remo [NPO法人 記録と表現とメディアの

ための組織]を講師に本フェスティバルを記録収集する実践(vol.2)を通し、メディアを批判的に用い、多様な《声》を
集める術を学びます。

オープニング連続イベント アート・フェスティバル基礎講座
「アート・フェスティバルに学ぶ」 初回６月２７日

（〜７月１２日までの土日・午後2時間）


